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臨時会

熱き心 まちづくり
　
平
成
27
年
第
２
回
臨
時

会
（
初
議
会
）
が
５
月
１

日
か
ら
７
日
間
（
５
月
２

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
は

休
会
）
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
を
は
じ
め
、
常
任
委
員

会
委
員
の
選
任
、
一
部
事

務
組
合
議
会
議
員
の
選
任

な
ど
第
16
期
議
会
構
成
が

決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
構
成
が
決
定

議
　
長

氏

副
議
長

氏
を
選
出

星
　
　 

正 

彦

久
保
田 

正 

之

常
任
委
員
会

　
財
政
、人
事
、給
与
、消
防
、

都
市
計
画
、
教
育
、
上
下
水

道
、
民
生
産
業
委
員
会
に
属

さ
な
い
事
項
に
関
す
る
事
務

の
調
査
及
び
付
託
議
案
、
請

願
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
厚
生
、
福
祉
、
保
健
衛
生
、

産
業
、
労
働
、
土
木
、
建
設
、

地
方
独
立
行
政
法
人
に
関
す

る
事
務
の
調
査
及
び
付
託
議

案
、
請
願
等
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

田
中　

二
三
輝

竹
内
利
一

熊
井
照
明

須
藤　

信
一
郎

川
野
高
實

宇
田
川　

亮

委
員
長　
　

副
委
員
長　

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員
長　
　

副
委
員
長　

委
員

委
員

委
員

委
員

須
藤
敏
夫

須
山　

由
紀
生

鯵
坂
省
治

栗
田
幸
則

久
保
田　

正
之

岡
﨑
邦
博

総
務
文
教
委
員
会

民
生
産
業
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
を
円
滑
に
、
ま
た
効

率
的
に
運
営
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
、
議
会
の
会
議
規

則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

等
の
事
項
、
議
長
の
諮
問
に

関
す
る
事
項
の
調
査
及
び
議

案
、
陳
情
等
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

委
員
長　
　

副
委
員
長　

委
員

委
員

委
員

委
員

宇
田
川　

亮

栗
田
幸
則

川
野
高
實

久
保
田　

正
之

須
藤
敏
夫

田
中　

二
三
輝

議
会
選
出
監
査
委
員

議
会
推
薦
の
委
員

委
員

熊
井
照
明

○
農
業
委
員　

栗　
田　
幸　
則

○
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

　
圏
事
務
組
合
議
会
議
員

星　
　
　
正　
彦

田　
中　
二
三
輝

○
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理

　
施
設
組
合
議
会
議
員

星　
　
　
正　
彦

須　
藤　
敏　
夫
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熱き心 まちづくり議員の紹介

今回当選された
議員の皆さんを
紹介します。

１．年齢
２．住所
３．電話番号
４．職業
５．政党名
６．当選回数
（あいうえお順）

私の抱負
　

改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
の
要
職
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
、

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

現
在
の
厳
し
い
町
財
政
の
中
、
町
民
の
皆

様
の
代
表
者
と
し
て
、
町
民
・
行
政
・
議
会

が
密
接
に
連
携
し
、
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
町
政
発
展
と
開
か
れ
た
議
会
運
営
、

円
滑
な
る
議
会
運
営
に
全
力
を
傾
注
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

宇
う た が わ

田川　亮
あきら

１．51 歳
２．中山 3169-16
３．42-8078
４．企業組合理事
５．日本共産党
６．7 回

　

年
金
・
介
護
・
医
療
の

切
り
捨
て
や
原
発
再
稼

働
、「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
な
ど
、
国
の
悪
政
に

対
し
、
鞍
手
町
か
ら
も
声

を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
暮
ら
し
と
営
業
、

子
育
て
最
優
先
の
町
政
に

す
る
た
め
、「
町
民
が
主

人
公
」
の
立
場
で
、
ゴ
ミ

袋
の
値
下
げ
や
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
な
ど
、
公
約

実
現
に
頑
張
り
ま
す
。

議長　星
ほし

　正
まさひこ

彦
１．61 歳
２．小牧 2333-89
３．42-5433
４．会社員

５．無所属
６．5 回

ご
あ
い
さ
つ

岡
おかざき

﨑　邦
くにひろ

博
１．60 歳
２．中山 2768-97
３．42-1613
４．整骨院院長
５．無所属
６．5 回

　

急
激
な
人
口
の
減
少
と

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
活

力
を
失
い
つ
つ
あ
る
鞍
手

町
を
甦
ら
せ
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
男
女
を
問

わ
ず
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
自

信
と
誇
り
を
持
ち
、
元
気

で
充
実
し
た
日
々
が
過
ご

せ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

そ
こ
で
町
民
の
代
弁
者

と
し
て
町
民
の
立
場
に
立

ち
、
積
極
的
に
発
言
し
て

い
き
ま
す
。

鯵
あじさか

坂　省
しょうじ

治
１．57 歳
２．中山 3063-138
３．42-5224
４．建設業
５．日本共産党
６．1 回

　

皆
様
の
ご
支
援
で
初
め

て
議
会
に
送
り
出
し
て
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
民
の

皆
様
の
声
を
議
会
に
反
映

さ
せ
、
年
配
の
方
か
ら
子

ど
も
さ
ん
ま
で
住
み
よ
い

町
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
、

医
療
費
無
料
化
、
ゴ
ミ
袋
、

国
保
税
、
介
護
保
険
料
引

き
下
げ
実
現
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

★
高
齢
者
や
女
性
、
若
者

が
元
気
で
安
心
し
て
活
躍

で
き
る
街
づ
く
り
。

★
人
口
減
少
、
超
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
‼

★
こ
れ
か
ら
も
現
場
主
義

を
貫
き
、
鞍
手
町
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る

「
活
気
あ
る
温
か
な
街
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

川
か わ の

野　高
た か み

實
１．69 歳
２．新北 2455-1
３．42-5361
４．無職
５．公明党
６．5 回
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須
す や ま

山　由
ゆ き お

紀夫
１．64 歳
２． 八尋 1686-31
３．42-6807
４．団体職員
５．無所属
６．2 回

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
の

ご
支
持
と
、
手
助
け
を
頂

き
ま
し
た
方
々
へ
、
感
謝

致
し
ま
す
と
と
も
に
、
心

よ
り
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
皆
様
方
の
付
託
に
お

応
え
す
る
た
め
、
地
域
の

た
め
、
鞍
手
町
の
た
め
、

困
っ
た
人
の
た
め
に
、
誠

心
誠
意
身
を
惜
し
む
こ
と

な
く
議
員
活
動
に
臨
む
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栗
く り た

田　幸
ゆきのり

則
１．67 歳
２．中山 1672-1
３．42-2171　　　　　
４．農業
５．無所属
６．3 回

一
、
地
場
産
業
の
育
成
、

振
興
、
鞍
手
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、
北
九
鞍
手
夢

大
橋
な
ど
を
最
大
限
に
活

か
し
、
企
業
誘
致
、
住
宅

団
地
の
誘
致
を
推
進
し
、

若
い
人
た
ち
の
雇
用
の
場

を
広
げ
、
町
内
で
生
活
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
定

住
で
き
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

一
、
行
政
と
町
民
が
一
体

と
な
っ
た
協
働
奉
仕
に
よ

り
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

戦
後
70
年
、
日
本
は
一

人
の
戦
死
者
を
出
さ
ず
平

和
を
守
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
戦
争
体
験
を
し
た
方

で
戦
争
を
肯
定
す
る
人
は

お
そ
ら
く
誰
も
お
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
た
と
え
平

和
ボ
ケ
と
言
わ
れ
よ
う
と

も
、
自
衛
隊
を
戦
場
に
出

す
国
に
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
国
政
の
問
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
平
和
憲
法
の

堅
持
に
地
方
よ
り
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

須
す ど う

藤　敏
と し お

夫
１．61 歳
２． 八尋 1125
３．42-0734
４．農業
５．無所属
６．2 回

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
い

つ
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご

指
導
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

再
び
町
政
に
出
さ
せ
て
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

１
期
目
４
年
の
経
験
を

活
か
し
て
、
初
心
を
忘
れ

ず
正
直
、
誠
実
、
信
頼
の

も
と
に
、
町
民
の
皆
様
の

手
足
と
な
り
今
、
目
の
前

に
あ
る
問
題
や
課
題
を
早

く
確
実
に
解
決
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

熊
く ま い

井　照
てるあき

明
１．64 歳
２．古門 759-1
３．42-4598
４．無職
５．無所属
６．2 回

　

中
山
西
区
用
地
に
は
、

企
業
が
４
社
進
出
し
て
き

ま
し
た
。

　

北
九
鞍
手
夢
大
橋
の
開

通
や
鞍
手
中
学
校
の
開
校

と
鞍
手
町
も
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
築
住
宅
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
人
口
は
増
え
て

い
ま
せ
ん
。　

　

人
口
減
は
、
税
収
や
交

付
税
に
も
影
響
し
ま
す
。

　
「
人
や
企
業
か
ら
選
ば

れ
る
鞍
手
町
」
を
目
指
し

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

久
く ぼ た

保田　正
まさゆき

之
１．73 歳
２．中山 624-3
３．42-3322
４．農業
５．無所属
６．4 回

　

鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
活
か
し
た
町
づ
く
り

　

福
岡
県
は
平
成
23
年
地

域
経
済
の
浮
揚
を
目
的
に

鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
完
成
。
鞍
手
町
は
こ
れ

ら
立
地
条
件
を
生
か
し
企

業
が
進
出
で
き
る
環
境
整

備
を
行
い
雇
用
創
出
、
若

者
が
安
心
し
て
働
け
る
場

所
を
確
保
す
る
。

　

私
は
鞍
手
町
が
活
性
化

で
き
る
よ
う
全
力
で
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

須
す ど う

藤　信
しんいちろう

一郎
１．67 歳
２． 八尋 1133-1
３．42-3077
４．歯科技工士
５．民主党
６．2 回
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田
た な か

中　二
ふ み き

三輝
１．54 歳
２．中山 3300-3
３．42-8074
４．会社員
５．無所属
６．4 回

　

胸
の
「
議
員
バ
ッ
チ
」

は
町
民
の
皆
様
方
の
期
待

の
証
と
重
く
受
け
止
め
、

行
政
と
の
架
け
橋
と
し
て

誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
も

こ
れ
ま
で
同
様
、
す
べ
て

「
鞍
手
の
た
め
に
」
を
胸

に
刻
み
活
動
を
続
け
、
議

員
本
来
の
役
割
で
あ
る
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
と
し

て
更
な
る
成
長
を
目
指
し

努
力
を
続
け
ま
す
。

竹
たけうち

内　利
り い ち

一
１．56 歳
２．新北 2543-3
３．42-5011
４．うどん店経営
５．無所属
６．4 回

　

こ
の
度
は
当
選
さ
せ
て

頂
き
忠
心
よ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
後
４
年
間

「
２
０
４
０
年
問
題
」
を

中
心
に
活
動
し
て
い
く

所
存
で
す
。
子
ど
も
達
も

未
来
に
夢
を
持
て
る
よ
う

な
、
元
気
の
あ
る
鞍
手
町

に
変
貌
さ
せ
る
こ
と
こ
そ

が
、
町
民
の
皆
様
の
期
待

に
添
う
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
４
年
間
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　
　　　

星　

 　
正
彦

久
保
田 

正
之

鯵
坂　
省
治

宇
田
川 　
亮

岡
﨑 　
邦
博

川
野 　
高
實

熊
井 　
照
明

栗
田　

 

幸
則

須
藤 

信
一
郎

須
藤　

 

敏
夫

須
山 

由
紀
夫

竹
内　

 

利
一

田
中 

二
三
輝

防災会議 ○ ○

水防協議会 ○ ○

行財政改革推進委員会 ○ ○

総合計画審議会 ○ ○

男女共同参画審議会 ○

子ども・子育て会議 ○

民生委員推薦会 ○

国民健康保険運営協議会 ○ ○

環境審議会 ○ ○

農政推進会議 ○ ○

西川沿岸大型かんがい排水施設運営協議会 ○ ○

工場等設置奨励審議会 ○ ○

地域公共交通会議 ○

都市計画審議会 ○ ○

西川改修期成同盟会評議員 ○ ○ ○ ○ ○ ○

準用河川六田川治水対策検討委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権週間鞍手町実行委員会 ○

議　員　名

委　員　会　名
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　　議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴できます。受付は、当日に議会事務局でおこないます。
　また一般質問を傍聴する方の希望に応じ、手話通訳者を派遣しています（無料）。これには事前予約が必要です。
　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　議会事務局　☎42局2111番（内線331）

議会を傍聴しませんか （次回は、６月議会です。）

■
平
成
27
年
４
月
26
日
に
予
定

さ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
は
立

候
補
者
数
が
、
議
員
定
数
13
人

と
の
同
数
で
あ
っ
た
た
め
、
選

挙
は
な
く
立
候
補
者
全
員
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

非
常
に
厳
し
く
目
前
に
迫
っ
た

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会

へ
の
対
応
、
行
財
政
改
革
は
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
町
政
が
厳
し
い
折
に
当

選
さ
れ
ま
し
た
議
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
町

民
の
要
望
を
、
公
正
か
つ
厳
粛

に
受
け
止
め
ら
れ
、
真
に
町
民

の
負
託
に
応
え
る
議
員
と
し
て
、

ま
た
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
、

魅
力
あ
る
鞍
手
町
の
建
設
の
た

め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を

ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

■
編 

集 

後 

記


